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抄
録 

一
六
・
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
詩
人
た
ち
、
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
と
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
は
、
叔
父
と
姪
と
の
間
柄
で
、

時
代
を
代
表
す
る
詩
集
・
長
編
の
散
文
ロ
マ
ン
ス
を
残
し
た
。
二
人
の
作
風
に
は
共
通
点
も
あ
る
が
、
叔
父
の
作
品
を
強
烈
に
意
識
し
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
家

父
長
制
へ
の
反
撥
を
意
識
し
て
書
い
た
ロ
ウ
ス
の
作
品
に
は
、
大
き
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。
二
人
の
作
品
を
時
代
思
潮
の
相
違
を
観
点
に
入
れ
、
こ
こ
で
は
美
術

史
的
立
場
か
ら
解
明
し
、
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

  

イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド

ニ
ー(

一
五
五
四
～
一
五
八
六)

は
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
先
駆
的
作
品
を
残
し
た
。

連
作
恋
愛
ソ
ネ
ッ
ト
詩
集
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』
、
英
語
で
書
か
れ
た

本
格
的
詩
論
『
詩
の
擁
護
、
あ
る
い
は
詩
の
弁
護
』
、
散
文
で
書
か
れ
た
恋
愛
牧

歌
ロ
マ
ン
ス
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
，
及
び
、
牧
歌
仮
面
劇
「
五
月
祭
の
佳
人
」

で
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
没
後
の
一
五
九
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と

ス
テ
ラ
』
は
、
そ
の
後
多
く
の
詩
人
た
ち
に
よ
り
、
次
々
に
発
表
さ
れ
た
恋
愛
ソ

ネ
ッ
ト
連
作
詩
集
の
先
鞭
を
付
け
た
。
そ
の
掉
尾
を
飾
る
の
が
、
や
や
時
期
遅
れ

の
一
六
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
で
あ
る
。〔
一
〕 

 

メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス(

一
五
八
七
？
～
一
六
五
一
？)

は
、
シ
ド
ニ
ー
の
実
弟
ロ
バ
ー

ト
、
レ
ス
タ
ー
伯
爵
の
長
女
と
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
家
代
々
の
田
舎
屋
敷
ペ
ン
ズ

ハ
ー
ス
ト
邸
で
生
を
受
け
た
。
シ
ド
ニ
ー
の
姪
に
当
た
る
女
性
で
あ
る
。
彼
女
の

生
没
年
は
不
確
か
で
あ
る
が
、
一
説
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
が
戦
没
し
た
年(

一
五
八
六

年
一
〇
月
一
七
日)

の
翌
年
翌
日(

一
五
八
七
年
十
月
十
八
日)

に
生
ま
れ
た
と
い

う
の
で
、
シ
ド
ニ
ー
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
も
噂
さ
れ
た
。
シ
ド
ニ
ー
一
族
は
、
シ

ド
ニ
ー
を
初
め
と
し
て
、
実
妹
メ
ア
リ
・
シ
ド
ニ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ト
（
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
伯
爵
夫
人
）
、
そ
の
二
人
の
息
子
ハ
ー
バ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
実
弟
ロ
バ
ー

ト
、
そ
の
娘
メ
ア
リ
、
と
詩
人
た
ち
を
輩
出
し
た
一
族
と
し
て
名
を
成
し
た
。 

 
シ
ド
ニ
ー
の
父
、
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ド
ニ
ー
は
、
忠
実
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
行
政
官
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
仕
え
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
総
督
（
代
理
）
を
勤
め
た
。
母
方
は
大
貴
族
に
連
な
り
、
祖
父
は
ノ
ー
サ
ン
バ

ラ
ン
ド
公
爵
（
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
没
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
メ
ア
リ
一
世
の
即

位
を
阻
止
す
る
た
め
、
息
子
と
ジ
ェ
ー
ン
・
グ
レ
イ
王
女
を
結
婚
さ
せ
て
、
そ
の

摂
政
と
し
て
政
権
を
牛
耳
ろ
う
と
し
た
が
失
敗
し
、
断
頭
台
の
露
と
消
え
た
）
、
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そ
し
て
、
母
の
弟
で
あ
る
二
人
の
叔
父
は
今
を
時
め
く
レ
ス
タ
ー
伯
爵
（
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
若
き
日
の
恋
人
）
と
ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
爵
（
宮
廷
の
主
馬
の
頭
）
だ
っ

た
。
二
人
の
叔
父
た
ち
は
嫡
子
に
恵
ま
れ
ず
、
甥
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
彼
ら
の
後
継

ぎ
と
目
さ
れ
て
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
家
・
ダ
ド
リ
ー
家
両
家
の
期
待
の
星
と
し
て

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
幼
い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
施
さ
れ
、
七
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
イ
タ

リ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
家
庭
教
師
を
付
け
ら
れ
、
十
歳
に
な
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
隣
接
す
る
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
の
州
都
に

新
し
く
設
立
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
シ
ュ
ロ
ー
ズ
ベ
リ
ー
校
第
三
年

次
に
入
学
し
た
。
同
日
、
生
涯
の
友
と
な
る
詩
人
・
宮
廷
人
で
シ
ド
ニ
ー
の
伝
記

作
者
の
フ
ル
ク
・
グ
レ
ヴ
ィ
ル
も
入
学
し
て
い
た
。
二
人
は
生
涯
に
わ
た
る
親
交

を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
学
校
の
極
め
て
有
能
な
校
長
と
さ
れ
た
ト
マ
ス
・
ア

シ
ュ
ト
ン
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー

を
兼
ね
、
創
設
か
ら
僅
か
十
年
で
ほ
と
ん
ど
無
名
だ
っ
た
学
校
を
王
国
随
一
の
寄

宿
制
学
校
に
育
て
上
げ
て
い
た
。 

 

校
長
初
め
優
秀
な
教
員
た
ち
の
厳
し
い
指
導
の
下
、
シ
ド
ニ
ー
は
と
り
わ
け
ラ

テ
ン
語
の
読
み
書
き
能
力
に
磨
き
を
か
け
た
後
、
一
五
六
八
年
二
月
、
一
三
歳
の

シ
ド
ニ
ー
は
、
叔
父
の
レ
ス
タ
ー
伯
爵
が
総
長
を
務
め
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
ラ
テ
ン
語
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
、
後
年
、
大
学
副
総
長
を
務
め
た
ト
マ
ス
・

ソ
ー
ン
ト
ン
の
個
人
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
五
七
一
年
春
に

な
る
と
深
刻
な
疫
病
が
蔓
延
し
、
大
学
の
一
切
の
活
動
が
阻
害
さ
れ
た
時
、
一
六

歳
の
シ
ド
ニ
ー
は
学
位
を
取
得
し
な
い
ま
ま
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
後
に
し
た
。

翌
七
二
年
五
月
、
三
人
の
従
者
と
四
頭
の
馬
を
従
え
、
「
諸
外
国
語
の
知
識
に
磨

き
を
か
け
る
た
め
」
大
陸
巡
行
に
出
掛
け
る
許
可
を
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
か
ら
与
え

ら
れ
た
。 

 

シ
ド
ニ
ー
は
、
パ
リ
を
経
由
し
て
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
経
由
で
ウ
ィ
ー
ン
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
を
伺
候
し
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
通
過
し
て
最
終
目
的
地
の
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
・
芸
術
・
学
問
が
咲
き
誇
る

イ
タ
リ
ア
に
入
り
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
パ
ド
ヴ
ァ
に
滞
在
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ジ
ェ

ノ
ア
を
旅
し
て
、
当
時
の
最
先
端
の
学
芸
文
化
に
触
れ
、
そ
れ
を
貪
欲
に
吸
収
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
地
か
ら
逆
の
道
を
辿
っ
て
、
約
三
年
後
の
一
五
七
五
年
春
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
た
。
こ
の
三
年
間
の
遊
学
は
、
シ
ド
ニ
ー
に
多
大
な
影

響
を
与
え
、
シ
ド
ニ
ー
の
そ
の
後
の
人
生
の
基
盤
と
な
っ
た
。 

 

高
い
教
養
と
、
諸
国
の
要
人
た
ち
と
の
面
識
を
得
た
若
き
シ
ド
ニ
ー
は
前
途
洋

洋
、
意
気
軒
高
で
、
宮
廷
で
権
勢
を
揮
っ
て
い
た
二
人
の
叔
父
た
ち
の
後
ろ
盾
も

あ
り
、
高
邁
な
理
想
と
高
い
野
心
に
燃
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
シ

ド
ニ
ー
の
華
々
し
い
政
治
的
活
動
は
た
だ
の
一
回
き
り
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
崩
御
に
対
す
る
女
王
の
公
式
の
使
者
と
し
て
伺
候
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。 

生
来
の
誇
り
高
い
性
格
ゆ
え
か
、
持
ち
前
の
自
負
心
・
自
尊
心
ゆ
え
か
、
あ
る

い
は
、
他
の
様
々
な
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
シ
ド
ニ
ー
は
た
と
え
女
王
に
対

し
て
で
さ
え
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

フ
ラ
ン
ス
王
弟
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
爵
と
女
王
の
結
婚
話
に
関

し
て
、
熱
心
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
を
奉
じ
た
ダ
ド
リ
ー
家
・
シ
ド
ニ
ー
家
の

者
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
は
、
祖
国
全
体
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
一
族
の
命
運
を
左
右

す
る
一
大
事
と
自
覚
し
て
、
女
王
に
対
し
て
再
考
を
促
す
公
式
書
簡
を
送
り
つ
け

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
言
を
左
右
し
、
中
庸
を
重
ん
じ
る
女
王
の
逆
鱗
に

触
れ
、
宮
廷
出
入
り
差
し
止
め
を
食
ら
っ
て
し
ま
う
。 

 

閑
暇
を
持
て
あ
ま
し
た
シ
ド
ニ
ー
は
、
実
妹
メ
ア
リ
の
嫁
ぎ
先
、
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
伯
爵
の
田
舎
屋
敷
ウ
ィ
ル
ト
ン
邸
に
寄
寓
し
て
、
メ
ア
リ
や
、
彼
女
が
主
宰
す
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る
「
小
宮
廷
」
に
集
う
貴
婦
人
や
文
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
恋
愛
ロ
マ

ン
ス
や
詩
歌
・
詩
論
を
書
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
は
や
が
て
『
オ
ー
ル
ド
・

ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
、
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』、
『
詩
の
擁
護
』
と
し
て
彼

の
没
後
出
版
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
シ
ド
ニ
ー
の
叔
父
レ
ス
タ
ー
伯
が
総
大
将
を
務

め
た
オ
ラ
ン
ダ
戦
役
に
出
征
し
、
ス
ペ
イ
ン
軍
と
の
交
戦
中
に
敵
が
放
っ
た
鉄
砲

の
流
れ
弾
で
負
傷
し
戦
没
し
た
後
に
、
友
人
た
ち
や
実
妹
メ
ア
リ
の
尽
力
に
て
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

シ
ド
ニ
ー
の
竹
馬
の
友
で
、
か
つ
生
涯
に
渡
る
盟
友
サ
ー
・
フ
ル
ク
・
グ
レ
ヴ

イ
ル
が
残
し
た
『
シ
ド
ニ
ー
伝
』
で
描
か
れ
た
シ
ド
ニ
ー
像
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
作
用
し
、
シ
ド
ニ
ー
は
国
家
の
た
め
に
戦
死
し
た
英
雄
と
し
て
、
ま
た
、
詩

人
と
し
て
は
、
彼
が
書
い
た
先
駆
的
ソ
ネ
ッ
ト
詩
集
『
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ

ラ
』A

strophil and Stella

が
評
価
さ
れ
て
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
ト
ラ
ル
カ
」

と
称
え
ら
れ
、
本
職
の
外
交
官
と
し
て
は
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
治
下
の
宮
廷
」
で
、

「
宮
廷
の
華
」
、
「
理
想
的
紳
士
」
と
し
て
称
え
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
英
雄
、
宮
廷

の
華
形
と
し
て
の
、
理
想
的
シ
ド
ニ
ー
像
を
、
彼
が
歩
ん
だ
人
生
と
彼
が
残
し
た

作
品
を
徹
底
的
に
読
み
込
み
、
実
は
シ
ド
ニ
ー
は
時
代
を
逸
脱
し
、
苦
悩
す
る
人

物
で
あ
っ
た
と
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
実
像
を
描
き
出
す
こ
と
を
、
本
論
の
一
つ
の

目
的
と
す
る
。 

 

さ
て
、
シ
ド
ニ
ー
が
宮
廷
出
入
り
指
し
止
め
と
な
り
、
政
治
・
外
交
上
の
重
要

な
役
目
を
与
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
数
年
間
―
―
一
五
八
〇
年
前
後
は
、
彼
自
身
に

と
っ
て
は
本
来
の
男
性
的
活
動
の
舞
台
か
ら
疎
外
さ
れ
た
不
本
意
な
時
期
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
英
文
学
の
世
界
に
と
っ
て
は
、
『
詩
の
擁
護
』
や
『
ア
ス
ト

ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』
、
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
な
ど
の
偉
大
な
作
品
が
次
々
と
生

み
出
さ
れ
た
幸
せ
な
時
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
数
年
後
の
一
五

八
五
年
、
シ
ド
ニ
ー
が
三
一
歳
の
と
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
国
ス
ペ
イ
ン
の
脅
威

が
増
大
し
た
た
め
、
皮
肉
に
も
女
王
は
彼
を
フ
リ
シ
ン
ゲ
ン
の
司
令
官
に
任
じ
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
戦
場
に
赴
か
せ
、
彼
の
戦
死
の
原
因
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

シ
ド
ニ
ー
は
、
ロ
マ
ン
ス
作
家
と
し
て
、
詩
人
と
し
て
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
先

駆
的
作
品
残
し
た
。
ま
た
、
処
女
作
で
先
駆
的
牧
歌
仮
面
劇
「
五
月
祭
の
佳
人
」 

"T
he L

ady of M
ay"

で
は
、
時
代
の
政
治
と
宗
教
が
絡
み
合
っ
た
複
雑
な
諸
相
を

描
い
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
に
関
し
て
、
特
に
彼
の
代
表
作

『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
を
緻
密
に
分
析
し
て
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
実
際
の
シ
ド

ニ
ー
像
を
構
築
す
る
一
助
と
し
た
い
。 

  

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
『
十
二
夜
』
二
幕
五
場
一
四
五
行
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
一
人

オ
リ
ヴ
ィ
ア
姫
の
侍
女
マ
ラ
イ
ア
は
、
高
慢
ち
き
で
自
惚
れ
屋
の
執
事
マ
ル
ヴ
ォ

リ
オ
を
欺
く
た
め
に
、
姫
の
筆
跡
を
真
似
て
偽
物
の
手
紙
を
偽
造
す
る
が
、
そ
の

中
で 

 

生
ま
れ
な
が
ら
に
高
貴
な
御
方
、
自
ら
の
力
で
高
貴
さ
を
獲
得
す
る
御
方
、

そ
し
て
高
貴
さ
を
押
し
付
け
ら
れ
る
御
方
が
お
ら
れ
ま
す
。 

 

と
講
釈
す
る
。
こ
の
気
の
利
い
た
警
句
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す

る
詩
人
の
一
人
で
あ
っ
た
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
に
、
と
り
わ
け
当
て

は
ま
る
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
母
方
の
血
筋
に
お
い
て
高
貴

な
家
柄
に
生
ま
れ
た
シ
ド
ニ
ー
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
大
き
な
期
待
を
背
負
わ
さ

れ
、
自
ら
も
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と 

が
周
囲
の
期

待
に
添
え
な
い
自
ら
の
資
質
に
対
し
て
苛
立
ち
を
覚
え
る
原
因
と
も
な
り
、
女
王

の
結
婚
問
題
に
歯
に
衣
着
せ
ず
意
見
し
て
女
王
の
不
興
を
買
い
、
宮
廷
出
入
り
差

し
止
め
を
喰
ら
っ
て
、
実
妹
メ
ア
リ=

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
の
ウ
ィ
ル
ト
ン
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屋
敷
に
寄
寓
し
、
鬱
屈
し
た
日
々
の
中
で
、
現
実
世
界
で
は
叶
え
ら
れ
な
い
思
い

を
虚
構
の
世
界
に
反
映
さ
せ
て
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
先
駆
的
な
作
品
を
書
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
面
に
お
い
て
、
シ
ド
ニ
ー
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
宮
廷
人
と
し
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
資
質
で
あ
っ
た
武
勇
、
剛
毅
、
高
潔
、
華
麗
さ
を
具
備
し
た
多
芸
多
能

の
秀
で
た
人
物
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
優
れ
て
い
た
の
は
、
彼
の
人
格
の
非
凡
な

美
し
さ
が
作
品
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
作
ら
れ
た
神
話
あ
る
い
は
伝
説
で
あ
り
、
三
二
歳
に
な
ら
な
い
若
さ
で
戦
死

し
た
「
ズ
ッ
ト
フ
ェ
ン
の
英
雄
」
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
を
祭
り
上
げ
、「
処
女
女
王
」

エ
リ
ザ
ベ
ス
に
忠
誠
を
誓
う
騎
士
道
の
華
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
女
王
の
側
近

た
ち
の
企
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
女
王
の
神
格
化
を
目
論
む
宮
廷
の
中
枢
に
座

る
一
派
に
よ
っ
て
画
策
さ
れ
た
そ
の
方
針
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
戦
死
し
た
翌

年
の
一
五
八
七
年
二
月
一
六
日
、
シ
ド
ニ
ー
は
国
葬
の
扱
い
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ

ン
ト
・
ボ
ー
ル
大
寺
院
に
葬
ら
れ
る
。
折
し
も
、
故
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
追
わ

れ
、
庇
護
を
求
め
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
逃
れ
て
来
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
女
王
の

存
在
を
恐
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
り
疎
ま
れ
て
、
結
果
的
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
女
王
メ
ア
リ
が
大
逆
罪
に
問
わ
れ
て
処
刑
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
八
日
前
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
シ
ド
ニ
ー
の
賑
々
し
い
葬
儀
と
政
府
お
雇
い
詩
人
た
ち

が
捧
げ
た
数
多
く
の
弔
歌
は
、
他
国
と
は
い
え
、
隣
国
の
君
主
を
処
刑
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
へ
の
隠
れ
蓑
的
役
割
を
果
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
は
、
高
貴
な
家
柄
の
出
で
、
将
来
を
嘱
望
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
穏
や
か
な
ら
ぬ
直
言
の
た
め
、
宮
廷
で
し
ば
し
ば

無
視
さ
れ
辛
酸
を
な
め
た
錯
綜
し
た
心
境
の
宮
廷
人
か
ら
、
騎
士
道
と
礼
節
を
弁

え
た
理
想
的
騎
士
へ
と
変
貌
し
た
。
し
か
し
、
シ
ド
ニ
ー
を
宮
廷
の
理
想
像
へ
と

一
変
さ
せ
た
の
は
、
女
王
の
宮
廷
に
わ
だ
か
ま
る
不
満
分
子
た
ち
の
性
急
な
行
動

を
抑
え
よ
う
と
す
る
体
制
派
の
企
み
で
も
あ
っ
た
の
だ
。 

 

シ
ド
ニ
ー
が
書
い
た
諸
作
品
を
当
時
の
詩
文
的
か
つ
思
想
的
文
脈
の
中
で
検

討
し
、
同
時
代
の
詩
人
た
ち
、
ま
た
シ
ド
ニ
ー
の
文
学
的
盟
友
で
あ
っ
た
大
詩
人

エ
ド
モ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
や
詩
人
と
し
て
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
諸
作
品
と
比

較
検
討
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
彼
の
死
後
、
シ
ド
ニ
ー
の
姪
で
彼
を
敬
愛
し
女
性
的

視
点
か
ら
叔
父
の
作
品
の
書
き
換
え
を
目
論
ん
だ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
初
の
自
覚

的
女
性
詩
人
と
さ
れ
る
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
（L

ady M
ary W

roth

）
の
諸

作
品
を
、
シ
ド
ニ
ー
の
諸
作
品
と
関
連
づ
け
て
検
証
し
論
じ
る
こ
と
が
緊
要
だ
と

思
わ
れ
る
。 

  

シ
ド
ニ
ー
が
生
き
た
時
代
は
大
変
革
の
時
代
で
あ
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
の
時
代
に

お
い
て
は
、
政
治
も
軍
事
も
宗
教
も
一
体
と
な
っ
た
国
造
り
・
国
の
体
制
が
理
想

と
さ
れ
た
。
当
時
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
国

ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
で
、
宗
教
問
題
で
揺
れ
て
い
た
。
女
王
に
な
っ
た
当
初
は
カ

ト
リ
ッ
ク
に
寛
容
で
あ
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
、
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
エ
リ
ザ
ベ
ス
暗

殺
指
令
書
が
密
か
に
発
布
さ
れ
た
後
に
は
、
厳
格
な
取
締
り
を
強
め
る
こ
と
に
な

る
。
盟
友
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
）
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
大
国
で
あ
る
対
ス
ペ
イ
ン
戦
役
が
展
開
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
叔
父
レ
ス

タ
ー
伯
爵
が
総
司
令
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
シ
ド
ニ
ー
も
ま
た
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
砦

の
司
令
官
と
し
て
同
行
し
た
。
ダ
ド
リ
ー
家
、
シ
ド
ニ
ー
家
、
そ
し
て
シ
ド
ニ
ー

の
妻
の
実
家
で
あ
る
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
家
は
揃
っ
て
〈
欧
州
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
同

盟
〉
結
成
の
意
欲
に
燃
え
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
が
宗
教
的
政
治
的
中
庸
を
重
ん

じ
る
女
王
と
、
そ
の
右
腕
の
セ
シ
ル
の
方
針
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

ま
た
、
時
代
思
潮
的
な
観
点
か
ら
検
証
す
れ
ば
、
シ
ド
ニ
ー
が
生
き
た
時
代
は
、
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ま
さ
に
中
世
以
来
の
神
中
心
の
秩
序
と
調
和
の
閉
じ
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
世
界

か
ら
、
開
か
れ
茫
漠
と
し
た
無
の
空
間
へ
と
、
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
移
り
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
狭
間
に
当
た
る
。
折
し
も
、
大
学
を
出
て
、
二
〇
歳
前
後
の
三
年

ほ
ど
を
欧
州
に
遊
学
し
て
、
諸
国
の
権
力
者
・
宮
廷
人
は
言
う
に
及
ば
ず
、
生
涯

の
師
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
ヒ
ュ
バ
ー
ト
・
ラ
ン
ゲ
（H

ubert L
anguet

）
を
筆

頭
に
、
各
国
の
知
識
人
・
人
文
学
者
・
科
学
者
と
も
親
交
を
結
び
、
大
陸
の
進
ん

だ
文
化
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
て
帰
国
し
た
シ
ド
ニ
ー
は
、
優
れ
た
詩
人
の
常
と
し

て
、
鋭
敏
に
時
代
状
況
を
感
じ
取
る
嗅
覚
を
備
え
て
い
た
。 

 

二
〇
世
紀
前
半
に
、
美
術
作
品
を
主
題
や
技
法
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
純
粋

に
形
式
的
な
概
念
に
従
っ
て
研
究
す
る
、
様
式
分
析
の
確
立
者
と
し
て
活
躍
し
た

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
は
、
「
盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
「
バ
ロ
ッ
ク
」

と
い
う
、
二
つ
の
時
代
の
様
式
的
特
性
の
相
違
を
規
定
す
る
の
に
便
利
な
幾
つ
か

の
原
理
・
原
則
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
原
理
の
一
つ
に
〈
閉
じ
ら
れ
た
形
式
〉
と

〈
開
か
れ
た
形
式
〉
と
い
う
対
概
念
が
あ
る
。
前
者
の
形
式
で
書
か
れ
た
絵
の
中

で
は
、
全
て
の
人
物
が
画
面
の
枠
の
中
で
均
衡
を
保
つ
。
構
図
は
垂
直
線
と
水
平

線
の
組
み
合
わ
せ
を
基
本
と
し
、
そ
れ
は
画
面
の
枠
の
形
及
び
画
面
を
限
定
す
る

枠
の
機
能
に
呼
応
す
る
。
完
全
に
自
己
充
足
的
で
あ
り
、
〈
閉
じ
ら
れ
た
形
式
〉

は
、
安
定
と
均
衡
の
印
象
を
観
客
に
与
え
、
左
右
対
称
の
配
置
と
結
び
つ
く
傾
向

を
持
つ
。 

 

こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
シ
ド
ニ
ー
と
同
時
代
の
詩
人
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー

が
書
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
盛
期
の
作
品
と
し
て
代
表
的
な
大
作
『
妖
精
の
女
王
』
の

安
定
し
た
自
己
充
足
的
な
構
図
を
言
い
得
て
妙
だ
と
思
わ
れ
る
評
言
で
あ
る
。
騎

士
た
ち
の
様
々
な
冒
険
を
描
い
た
武
勇
譚
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
基
本
は
、

調
和
と
均
衡
で
あ
り
、
作
品
の
中
で
そ
れ
を
表
象
す
る
最
も
適
切
な
描
写
の
一
つ

は
、
第
六
巻
第
一
〇
編
の
、
「
礼
節
の
騎
士
」
キ
ャ
リ
ド
ア
が
陽
気
な
羊
飼
い
コ

リ
ン
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
美
の
女
神
た
ち
の
姿
を
見
る
場
面
で
描
か
れ
る
〈
円

環
の
イ
メ
ー
ジ
〉
で
あ
る
。 

 

キ
ャ
リ
ド
ア
の
眼
前
に
広
が
る
の
は
「
類
稀
な
美
の
世
界
全
体
を
捜
し
て
み
て

も
／
比
肩
で
き
る
も
の
と
て
な
い
」
光
景
で
、
「
そ
こ
に
は
楽
し
さ
を
生
み
出
す

た
め
に
／
自
然
の
技
で
作
り
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
物
が
集
め
ら
れ
／
こ
こ
に

た
っ
ぷ
り
と
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
て
、
さ
な
が
ら
自
然
が
／
こ
こ
を
飾
る
た
め
に
他

の
凡
て
か
ら
奪
っ
た
か
の
よ
う
」
な
「
人
里
離
れ
た
場
所
」(

六
・
一
〇
・
四
～
五)

で
あ
る
。
そ
こ
に
鳥
た
ち
が
群
れ
集
い
声
高
ら
か
に
歌
う
、
名
木
が
堂
々
と
聳
え
、

そ
の
麓
に
は
優
し
い
小
川
が
銀
色
の
小
波
を
穏
や
か
に
立
て
て
流
れ
る
、
広
々
と

し
た
野
原
の
中
に
あ
る
丘
の
上
に
は
、
野
の
獣
も
無
骨
な
田
舎
者
も
近
づ
く
こ
と

の
で
き
な
い
広
々
と
し
た
平
地
が
広
が
る
。
平
た
い
頂
上
の
こ
の
丘
は
ア
シ
デ
イ

ル
の
山
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
山
の
描
写
は
地
上
の
楽
園
、
特
に
エ
デ
ン
の
園
の

伝
統
的
特
色
を
備
え
て
い
る
」
。
そ
し
て
、
森
の
茂
み
に
身
を
隠
し
た
騎
士
は
、

次
の
よ
う
な
目
に
艶
や
か
な
光
景
を
見
る
。 

 

百
人
の
百
合
の
よ
う
に
白
い
裸
の
乙
女
た
ち
が
／
輪
に
な
っ
て
、
楽
し
く

踊
っ
て
い
た
。
／
外
側
の
乙
女
た
ち
は
丸
く
輪
に
な
っ
て
／
周
り
を
踊
り
、

そ
の
真
中
に
は
／
別
の
三
人
の
乙
女
が
踊
り
歌
い
、
／
ほ
か
の
者
た
ち
が
そ

の
周
り
を
囲
み
、
花
環
の
よ
う
に
取
り
巻
き
、
／
こ
の
三
人
の
ま
た
真
中
に
、

も
う
一
人
の
乙
女
が
、
／
さ
な
が
ら
豪
華
な
象
眼
を
施
さ
れ
た
指
輪
の
真
中

に
／
は
め
込
ま
れ
た
宝
石
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
／
そ
の
美
し
さ
で
は
他

の
者
に
大
い
に
花
を
添
え
て
い
た
・
・
・
／
そ
し
て
、
周
り
を
踊
る
女
た
ち

は
、
／
遥
か
に
遠
く
ま
で
香
ば
し
い
香
り
を
放
つ
／
美
し
い
花
々
を
乙
女
に

投
げ
か
け
た
が
、
／
中
で
も
、
あ
の
三
人
が
贈
り
物
を
与
え
て
い
た
。
／
こ
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の
三
人
は
美
の
女
神
、
喜
び
の
娘
た
ち
、
／
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
侍
女
で
、
こ
の

丘
に
よ
く
現
れ
て
、
／
昼
と
な
く
夜
と
な
く
踊
る
の
で
あ
る
。
／
こ
の
三
人

は
人
間
に
美
の
あ
ら
ゆ
る
贈
り
物
を
与
え
、
／
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
自
身
が
誇
り
と

す
る
も
の
も
皆
／
こ
の
三
人
か
ら
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
・
・
・
・
・
・(

六

巻
一
〇
篇
一
一
～
一
二
行
、
一
四
～
一
五
行) 

 

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
光
景
は
、
『
妖
精
の
女
王
』〔
二
〕

全
体
の
縮
図
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
作
者
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
の
要
諦
で
も
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
か

ろ
う
。
数
秘
学
で
完
璧
を
表
す
「
百
」
人
の
乙
女
た
ち
の
輪
の
中
に
、
「
純
真
・

真
実
」
の
化
身
の
三
美
神
が
手
を
繋
い
で
踊
り
、
全
体
の
中
央
に
無
垢
の
乙
女
が

い
る
と
い
う
、
中
心
へ
と
収
斂
す
る
完
全
に
閉
じ
た
円
環
の
構
図
は
、
ル
ネ
サ
ン

ス
的
調
和
の
典
型
で
あ
り
、
こ
の
和
合
の
図
柄
こ
そ
『
妖
精
の
女
王
』
の
基
調
と

な
る
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
小
宇
宙
と
し
て
の
作
品
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』

を
図
る
尺
度
と
な
る
の
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
言
う
〈
開
か
れ
た
形
式
〉
の
概
念

で
あ
る
。
〈
開
か
れ
た
形
式
〉
の
絵
の
中
で
は
、
力
強
い
斜
め
の
線
が
絵
の
枠
の

垂
直
線
・
水
平
線
と
対
立
す
る
。
斜
め
の
線
は
絵
の
表
面
を
動
く
だ
け
で
な
く
、

絵
の
奥
に
向
か
っ
て
退
い
て
も
行
く
。
画
中
の
人
物
は
枠
の
中
に
き
ち
ん
と
納
ま

ら
ず
、
枠
の
外
に
は
み
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
絵
の
境
界
を
越
え
て
広
が
る
無

限
の
空
間
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
。
絵
の
構
図
は
静
止
的
で
は
な
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
あ
り
、
運
動
を
暗
示
し
、
様
々
な
瞬
間
的
効
果
に
満
ち
、
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画

の
安
ら
か
な
沈
着
と
調
和
と
は
鋭
い
対
照
を
成
す
。 

 

シ
ド
ニ
ー
の
作
品
の
主
舞
台
と
な
る
国
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
の
地
理
的
空
間
は
、

こ
の
よ
う
な
意
味
で
バ
ロ
ッ
ク
的
で
あ
る
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
中
央
丘
陵
地
に
あ
り
、
高
山
に
よ
っ
て
他
の
地
方
か
ら
隔
離
さ

れ
、
古
来
牧
歌
的
理
想
郷
と
さ
れ
て
き
た
土
地
で
あ
り
、
他
国
か
ら
は
厳
し
く
守

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
央
の
ど
こ
か
の
森
に
な
か
に
、
バ
シ
リ
ウ
ス
大
公
は
家
族

と
、
限
ら
れ
た
数
の
家
来
た
ち
と
一
緒
に
隠
棲
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
奥
深
く
守

り
が
固
い
と
い
う
点
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
妖
精
の
女
王
グ
ロ
リ
ア
ー
ナ
の
宮
廷

と
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
〈
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
〉
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
場
所
は
、
た
と
え
大
公
の
厳
命
に
よ
っ
て
禁
制
の
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
他
国
の
王
子
た
ち
（
こ
の
場
合
は
、

羊
飼
い
と
女
戦
士
に
変
装
し
た
ム
シ
ド
ロ
ス
王
子
と
ピ
ュ
ロ
ク
レ
ス
王
子
）
が
変

装
し
て
容
易
く
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
下
層
民
た
ち
か
ら
成
る
暴
徒
た
ち

が
悪
者
ク
リ
ニ
ア
ス
に
扇
動
さ
れ
て
、
何
の
障
害
も
な
く
大
公
の
隠
居
所
へ
雪
崩

の
ご
と
く
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
、
外
部
世
界
か
ら
簡
単
に
侵
入
で
き
る
、
非
常
に

脆
い
空
間
な
の
で
あ
る
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
は
、
真
の
意
味
で
堅
固
な
ル
ネ
サ
ン
ス

空
間
で
は
な
く
、
完
全
に
閉
じ
た
円
環
は
崩
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。 

 

さ
ら
に
作
品
構
造
を
考
え
る
と
、
一
見
完
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
『
オ
ー

ル
ド
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
は
、
作
品
結
末
の
作
者
＝
語
り
手
の
言
葉
に
裏
書
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
書
き
直
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
書
き
直
さ
れ
る
こ
と

へ
の
期
待
の
地
平
を
孕
ん
で
い
る
し
、
一
方
、
作
者
自
身
が
改
稿
・
加
筆
し
た

『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
は
、
文
字
通
り
未
完
成
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に

こ
の
意
味
で
、
両
作
品
と
も
〈
開
か
れ
た
形
式
〉
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

作
品
の
語
り
の
空
間
も
ま
た
、
歪
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
高
階
秀
爾
、『
バ
ロ
ッ
ク
の
光
と
闇
』
（（
青
土
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
一
頁
～
三
四

頁
、
及
び
九
六
頁
以
下
）
を
参
照
し
て
、
美
術
史
に
お
け
る
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
、
「
マ
ニ
エ

リ
ス
ム
」
、
「
バ
ロ
ッ
ク
」
の
諸
特
徴
を
確
認
し
て
お
こ
う
。〔
三
〕 
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「
高
貴
な
単
純
さ
」
と
「
静
謐
な
偉
大
さ
」
、
つ
ま
り
、
厳
格
な
秩
序
、
明

快
な
ま
と
ま
り
、
安
定
し
た
静
け
さ
等
を
特
色
と
す
る
古
典
主
義
に
対
し
て
、

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
は
、
そ
の
古
典
主
義
の
理
想
化
の
手
法
を
継
承
し
た
が
、
そ
の

理
想
化
は
美
化
で
あ
り
、
洗
練
化
で
あ
っ
て
、
そ
の
追
及
は
現
実
離
れ
の
し
た

人
工
性
の
極
致
に
達
し
た
。
極
端
な
ま
で
の
優
美
さ
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
不
自
然
な
ほ
ど
に
引
き
伸
ば
さ
れ
た
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
人
体
比
例
が
そ
の

結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
バ
ロ
ッ
ク
」
は
、
奔
放
な
激
し
さ
、
不
安
定
な
複
雑
さ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。 

 
 

技
術
的
に
見
れ
ば
、
①
見
上
げ
る
よ
う
な
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
と
思
い
切
っ
た

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
効
果
、
②
激
し
い
動
き
の
一
瞬
の
捕
捉
、
③
構
図
・
モ
チ
ー

フ
の
形
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
複
雑
な
表
現
、
④
光
と
闇
と
の
激
し
い
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
表
現
、
劇
的
照
明
法
を
特
徴
と
す
る
。 

 
 

バ
ロ
ッ
ク
芸
術
は
「
反
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
」
的
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
一
面
に
お

い
て
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
古
典
主
義
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
が
、・
・
・
そ
れ
は
単
な

る
復
帰
で
は
な
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
は
現
実
世
界
に
潜
む
魅
力
を
発
見
し
、
現
実

に
新
た
に
観
察
の
眼
を
向
け
た
点
で
「
自
然
主
義
的
」
で
あ
る
が
、
現
実
を
無

条
件
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
完
璧
な
も
の
へ
と
修
正
す
べ
き
と

考
え
た
。
自
然
や
人
間
の
現
実
を
観
察
し
て
、
そ
れ
を
理
想
化
す
る
と
い
う
古

典
主
義
美
学
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
へ
の
反
発
と
し
て
生
ま
れ
た
バ
ロ
ッ
ク
は
、
現
実
性
の
回
復

を
企
て
、
古
典
主
義
の
現
実
感
覚
と
結
び
つ
く
が
、
そ
の
現
実
世
界
を
理
想
化

す
べ
き
不
完
全
な
も
の
と
は
見
做
さ
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
た
点
で
、
古
典
主
義
の
美
学
と
は
異
な
る
。
そ
こ
に
は
、
理
想

化
さ
れ
た
世
界
よ
り
も
「
真
実
の
世
界
を
求
め
る
と
い
う
新
し
い
美
学
」
、
あ
る

い
は
「
信
念
」
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。 

一
七
世
紀
は
、
神
秘
主
義
へ
の
強
い
傾
斜
を
示
す
一
方
で
、
科
学
的
合
理
主

義
の
発
達
に
よ
り
自
然
を
見
る
新
し
い
眼
が
養
わ
れ
、
現
実
世
界
が
大
き
な
意

味
を
持
っ
た
時
代
で
あ
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
激
し
い
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
、
神
秘
的
ド
ラ
マ
を
演
出
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
迫
力
あ
る
現
実
感
に
よ

り
人
々
の
心
を
捉
え
た
。
神
秘
的
な
昂
揚
感
は
、
確
固
と
し
た
現
実
主
義
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
の
作
品
分
析
に
移
ろ
う
。 

 

実
は
、
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
と
い
う
名
の
付
く
作
品
に
は
、
三
種
類
あ
る
。

一
つ
は
、
シ
ド
ニ
ー
が
宮
廷
へ
の
出
入
り
さ
し
止
め
と
な
り
、
実
妹
メ
ア
リ
が
ペ

ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
と
し
て
の
嫁
ぎ
先
「
ウ
ィ
ル
ト
ン
屋
敷
」
に
奇
遇
し
た
と

き
に
、
妹
や
そ
の
取
り
巻
き
の
女
官
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
書
い
た
と
さ
れ

る
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
初
稿
（
『
オ
ー
ル
ド
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
と
呼
ば
れ

る
）
、
二
つ
目
は
、
そ
の
初
稿
が
気
に
入
ら
ず
、
徹
底
的
に
加
筆
推
敲
し
て
二
倍

ほ
ど
に
膨
ら
ま
し
た
が
、
全
五
巻
の
う
ち
三
巻
の
中
途
ま
で
を
書
い
た
時
、
女
王

の
命
令
で
オ
ラ
ン
ダ
戦
役
へ
出
陣
の
前
に
、
そ
の
未
完
の
原
稿
を
何
も
言
わ
ず
、

友
人
グ
レ
ヴ
ィ
ル
に
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。
グ
レ
ヴ
ィ
ル
は
シ
ド
ニ
ー
の
意
を
汲

み
、
シ
ド
ニ
ー
の
没
後
、
預
か
っ
た
原
稿
を
未
完
の
ま
ま
出
版
し
た
。
そ
れ
が

『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
で
あ
る
。
内
容
的
・
言
語
的
・

構
成
的
に
『
オ
ー
ル
ド
』
は
、
《
牧
歌
ロ
マ
ン
ス
》
、
『
ニ
ュ
ー
』
は
、
《
英
雄
叙
事

ロ
マ
ン
ス
》
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
未
完
の
『
ニ
ュ
ー
』

を
不
適
切
と
し
て
注
文
を
付
け
た
シ
ド
ニ
ー
の
実
妹
メ
ア
リ
が
行
っ
た
こ
と
は
、

三
巻
の
途
中
、
そ
れ
も
一
文
章
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
『
ニ
ュ
ー
』
に
、
一
応

完
結
し
て
い
る
『
オ
ー
ル
ド
』
の
後
半
を
繋
げ
て
、
無
理
や
り
完
成
さ
せ
る
こ
と
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だ
っ
た
。
こ
れ
は
『
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
の
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
と
呼
ば
れ
、

一
五
九
一
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
一
八
世
紀
に
近
代
小
説
と
い
わ
れ
る

も
の
が
誕
生
す
る
ま
で
は
、
い
わ
ば
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
よ
く
読
ま
れ
た
。
そ

の
た
め
、
手
稿
の
ま
ま
残
さ
れ
た
『
オ
ー
ル
ド
』
の
存
在
は
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
、

二
〇
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て
発
見
さ
れ
、
や
が
てJean R

obertson

女
史
の
編
集

で
、
一
九
七
三
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
出
版
局
か
ら
学
問
的
校
訂
版
が
出
た
。

そ
し
てV

ictor S
kretkow

icz

編
集
で
『
ニ
ュ
ー
』
の
学
問
的
校
訂
版
が
同
じ
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
・
プ
レ
ス
か
ら
出
た
の
は
、
一
九
八
七
年
の
事

で
あ
っ
た
。 

 

長
年
に
亙
っ
て
読
ま
れ
続
け
て
き
た
折
衷
版
で
は
あ
る
が
、
主
要
登
場
人
物
は

ほ
ぼ
同
じ
で
も
、
文
体
も
構
成
も
異
な
る
『
オ
ー
ル
ド
』
と
『
ニ
ュ
ー
』
の
折
衷

版
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
意
図
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
、
研
究
者
の
間
で

は
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
。（
筆
者
は
、
『
オ
ー
ル
ド
』
と
『
ニ
ュ
ー
』
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
体
の
日
本
語
訳
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
） 

  

一
旦
書
き
上
げ
て
、
実
妹
メ
ア
リ
に
献
呈
し
た
『
オ
ー
ル
ド
』
を
徹
底
的
に
加

筆
・
推
敲
し
て
三
巻
の
途
中
ま
で
で
は
あ
る
が
仕
上
げ
ら
れ
た
『
ニ
ュ
ー
』
で
は
、

『
オ
ー
ル
ド
』
の
特
徴
で
あ
る
ダ
メ
羊
飼
い
の
「
ダ
メ
タ
ス
一
家
」
に
関
わ
る
コ

ミ
カ
ル
な
個
所
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
、
主
人
公
の
二
人
の
王
子
た
ち
が
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
を
経
て
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
国
」
に
漂
着
し
、
二
人
の
王
女
た
ち
と
の
恋

に
落
ち
、
そ
れ
が
孕
む
諸
問
題
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
『
ニ
ュ
ー
』
の
典
型
的

な
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。 

《
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
》
に
は
、
蛇
が
隠
れ
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
《
蛇
》
の
正
体
を

暴
く
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
は
接
続
詞 "but", "yet"

及
び
そ
れ
に
類
す
る
単
語

で
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
の
作
品
の
至
る
所
に
顔
を
出
す
こ
の "but"

は
非
常
に
目
障

り
で
、
文
意
の
上
で
は
別
に
な
く
て
も
構
わ
な
い
し
、
な
い
方
が
か
え
っ
て
す
っ

き
り
す
る
箇
所
が
多
々
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
解
釈
に
て
こ
ず
る
場
合
が
し
ば
し
ば

あ
る
。
こ
の"bu
t"

が
ど
う
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
シ

ド
ニ
ー
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
の
文
体
解
明
の
鍵
と
な
る
。 

 

端
的
に
言
う
と
、〈
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
〉
＝
『
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
に
は
、
即
ち
、

そ
の
縺
れ
た
迷
宮
的
歪
ん
だ
空
間
＝
文
体
に
は
、
〈
八
股
の
大
蛇

お

ろ

ち

〉
な
ら
ぬ
〈
四

股
の
大
蛇
〉
が
住
む
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
れ
ば
、 

 

① 
"but"

の
多
用
に
よ
る
捩
れ
の
文
体
＝
文
構
造
レ
ベ
ル 

② 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
国
を
流
れ
る
川
は
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
を
孕
む
＝
イ
メ
ー

ジ
の
レ
ベ
ル 

③ 

作
品
の
語
り
は
、
蛇
の
よ
う
に
く
ね
る
＝
語
り
の
レ
ベ
ル 

④ 

蛇
の
図
柄
は
シ
ド
ニ
ー
の
精
神
的
鬱
屈
か
ら
生
ま
れ
た
＝
内
容
的
主

題
的
レ
ベ
ル 

 

と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
既
に
他
の
箇
所
で
詳
述
し
た
の
で
繰
り
返
さ
な

い
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
特
徴
を
分
析
す
れ
ば
、
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』

と
い
う
作
品
が
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
諸
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。〔
四
〕 

 

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
詩
人
の
代
表
と
さ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
（John D

onne, 

一

五
七
二
～
一
六
三
一
）
の
抒
情
詩
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
の
時
代
特
有
の
形
態
、

つ
ま
り
、
蛇
の
よ
う
に
く
ね
り
な
が
ら
の
連
続
運
動
の
反
復
、
「
緊
張
と
対
位
法

と
が
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
特
徴
の
中
心
で
、
こ
の
二
つ
の
最
も
一
般
的
な
慣
用
的
表

現
は
蛇
状
曲
線
で
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
大
勢
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ト
た
ち
の
芸
術
に

繰
り
返
し
登
場
す
る
図
柄
」
、
こ
の
蛇
形
の
形
態
は
屈
折
し
た
論
理
の
多
用
と
そ
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の
衝
撃
的
な
効
果
を
顕
著
な
特
徴
と
す
る
。
ダ
ン
の
文
体
の
〈
運
動
の
詩
学
〉
は
、

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
画
家
た
ち
と
著
し
い
類
似
点
が
あ
る
と
、
ブ
ラ
ー
ツ
は
主
張
す

る
。 

 

他
方
、
シ
ド
ニ
ー
は
散
文
で
書
か
れ
た
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
の
中

で
、
散
文
に
よ
る
蛇
行
性
の
文
体
の
見
事
な
例
を
提
供
し
、
情
緒
の
一
層
鋭
い
分

析
を
果
た
す
た
め
に
、
従
属
節
を
多
用
し
、
い
わ
ば
接
続
を
急
角
度
に
し
て
文
章

を
歪
曲
さ
せ
て
い
る
。 

 

矛
盾
に
満
ち
た
不
安
と
不
信
の
精
神
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
〈
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
芸

術
〉
一
六
世
紀
初
め
の
画
家
、
ポ
ン
ト
ル
モ
に
端
を
発
す
る
〈
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
芸

術
〉
は
、
よ
っ
て
立
つ
基
盤
が
な
い
と
い
う
不
安
定
感
か
ら
、
何
よ
り
も
疎
外
感
、

調
和
と
秩
序
の
欠
如
、
自
虐
性
、
積
極
的
な
意
思
の
欠
如
、
不
統
一
、
曖
昧
、
晦

渋
、
気
ま
ぐ
れ
，
奇
想
、
不
均
衡
、
装
飾
過
多
、
方
向
と
焦
点
を
欠
い
た
流
動
等

を
そ
の
特
徴
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
、
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』

と
い
う
作
品
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

さ
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
姪
、
レ
デ
ィ
・
メ
ア
リ
・
ロ
ウ
ス
は
、
叔
父
シ
ド
ニ
ー
の

諸
作
品
を
女
性
の
立
場
か
ら
書
き
直
そ
う
と
し
た
。
叔
父
の
恋
愛
詩
集
『
ア
ス
ト

ロ
フ
ィ
ル
と
ス
テ
ラ
』
に
対
抗
し
て
『
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
か
ら
ア
ン
フ
ィ
ラ
ン
サ
ス
』

を
、
散
文
ロ
マ
ン
ス
『
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
令
夫
人
の
ア
ー
ケ
イ
デ
ィ
ア
』
に
対
抗

し
て
『
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
伯
令
夫
人
の
ユ
レ
イ
ニ
ア
』（
以
下
、
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』

と
略
記
）
を
、
牧
歌
劇
「
五
月
祭
の
佳
人
」
に
対
抗
し
て
「
愛
の
勝
利
」
を
書
き

残
し
て
い
る
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
六
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
に
広
ま
っ
た
表
現
様
式
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
理
想
と
さ
れ
た
均
衡
の
あ
る

構
成
と
は
対
照
的
に
、
意
図
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
動
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

表
現
が
特
徴
と
さ
れ
る
バ
ロ
ッ
ク
的
諸
特
徴
が
ロ
ウ
ス
の
散
文
ロ
マ
ン
ス
作
品

『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
に
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
多
様
な

語
り
の
手
法
、
虚
構
と
歴
史
的
事
実
の
多
様
な
曖
昧
性
と
ぼ
か
し
、
現
実
に
は
あ

り
得
な
い
奇
跡
的
な
事
柄
の
突
然
の
勃
発
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ロ
ウ
ス
は
、
語
り

の
多
様
な
手
法
に
拘
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
幻
想
的
な
ぼ
か
し
の
手
法
で
真
実
を
確

認
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
理
性
の
限
界
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
『
ユ
レ

イ
ニ
ア
』
に
は
、
矛
盾
、
反
転
、
偶
発
事
、
奇
跡
的
な
事
柄
等
が
頻
発
す
る
。
バ

ロ
ッ
ク
的
誇
張
が
目
覚
ま
し
い
修
辞
的
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
驚
嘆

が
惹
起
さ
れ
、
認
知
の
不
協
和
音
が
奏
で
ら
れ
る
。
憂
鬱
と
誇
張
と
い
う
バ
ロ
ッ

ク
的
極
端
な
幻
影
が
生
ま
れ
る
の
だ
。 

 

『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
で
は
、
宗
教
的
問
題
も
当
時
の
時
代
思
潮
の
中
で
特
徴
的
に

描
か
れ
る
。
旧
教
徒
と
同
様
に
新
教
徒
に
も
共
有
さ
れ
た
妄
執
が
、
と
り
わ
け
て

女
性
が
犠
牲
者
と
な
る
場
合
、
殉
教
と
拷
問
の
場
面
で
、
バ
ロ
ッ
ク
的
誇
張
を
交

え
て
描
写
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
不
信
心
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
夫
に
よ

り
拷
問
に
晒
さ
れ
る
ラ
イ
メ
ラ
の
物
語
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
家
父
長

制
度
の
下
で
男
性
の
支
配
と
女
性
の
従
順
と
い
う
サ
ド
・
マ
ゾ
的
関
係
性
が
誇
張

し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

ロ
ウ
ス
〔
五
〕

は
、
多
様
な
語
り
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
的
魅
惑
に
取
り
付
か
れ
、
虚

構
と
現
実
と
を
何
層
に
も
暈
か
し
た
表
現
を
好
み
、
語
り
の
中
に
突
然
魔
術
的
・

幻
想
的
出
来
事
が
介
入
す
る
様
を
描
き
出
す
。
語
り
の
声
が
頻
繁
に
入
れ
替
わ
り
、

し
ば
し
ば
一
つ
の
語
り
の
中
に
別
の
語
り
が
登
場
す
る
。
一
つ
の
定
ま
っ
た
視
点

あ
る
い
は
定
型
の
拒
否
、
そ
れ
こ
そ
が
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
を
構
成
す
る
、
あ
る
い

は
構
成
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
美
学
で
あ
る
の
だ
。 

 

鏡
に
映
す
こ
と
、
そ
れ
は
繰
り
返
し
現
れ
る
バ
ロ
ッ
ク
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、

『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
に
は
、
鏡
と
そ
れ
に
映
っ
た
画
像
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
頻
発
す



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読有り］ 

マニエリスム詩人サー・フィリップ・シドニーとバロック詩人レディ・メアリ・ロウス 91 

 

る
。
虚
構
化
と
は
鏡
に
映
す
行
為
だ
と
す
れ
ば
、
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
に
お
い
て
は
、

歪
ん
だ
鏡
、
鏡
の
中
の
鏡
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
的
イ
メ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に

は
、
バ
ロ
ッ
ク
的
誇
張
表
現
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
バ
ロ
ッ
ク
と
は
、
本
質
的

に
劇
場
的
・
演
劇
的
で
あ
る
が
、
『
ユ
レ
イ
ニ
ア
』
に
は
、
激
し
い
誇
張
の
炎
と

憂
鬱
の
洪
水
と
が
幾
重
に
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
、
「
残
酷
な
隷

従
の
強
固
な
束
縛
で
残
酷
な
愛
の
運
命
に
繋
が
れ
た
フ
ロ
リ
ス
テ
ロ
は
、
登
場
人

物
の
誰
も
が
共
有
す
る
愛
の
経
験
に
声
を
与
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
、
『
お
お
、

哀
れ
な
わ
た
し
、
こ
こ
で
見
え
る
も
の
は
、
最
も
惨
め
な
不
幸
が
私
を
陥
れ
た
不

幸
な
欠
乏
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
こ
う
し
て
あ
な
た
が
い
な
け
れ
ば
、
全
世
界

の
幸
福
が
欠
け
た
ま
ま
に
捨
て
置
か
れ
る
の
か
』
と
。
」
憂
鬱
と
誇
張
と
い
う
感

情
の
両
極
端
は
、
感
情
の
平
坦
域
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
的
特
徴
を
作
り
出
す
の
だ
。 

ま
た
、
ロ
ウ
ス
の
恋
愛
詩
集
『
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
か
ら
ア
ン
フ
ィ
ラ
ン
サ
ス
へ
』

は
、
表
面
的
に
は
バ
ロ
ッ
ク
的
と
い
う
よ
り
ル
ネ
サ
ン
ス
的
と
見
ら
れ
る
詩
集
で

は
あ
る
が
、
長
い
間
男
性
詩
人
た
ち
に
よ
り
男
性
的
欲
望
が
歌
わ
れ
て
き
た
ペ
ト

ラ
ル
カ
的
恋
愛
詩
集
の
伝
統
の
中
で
、
社
会
の
周
縁
に
位
置
し
、
断
片
化
さ
れ
た

存
在
で
あ
る
女
性
が
主
体
と
な
っ
て
自
ら
の
恋
愛
を
歌
え
る
の
か
が
問
わ
れ
る
。

バ
ロ
ッ
ク
的
離
れ
業
を
巧
み
に
駆
使
し
て
、
ロ
ウ
ス
は
、
ひ
た
す
ら
恋
す
る
女
の

心
の
あ
り
よ
う
を
歌
い
、
恋
の
主
体
と
し
て
の
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
を
描
き
出
し
、

「
家
父
長
制
」
の
時
代
が
女
性
に
要
求
す
る
「
寡
黙
・
貞
節
・
従
順
」
な
存
在
、

「
主
体
で
は
な
く
、
た
だ
眺
め
ら
れ
る
対
象
と
し
て
の
存
在
」
と
す
る
固
定
的
見

方
を
破
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
ロ
ウ
ス
の
手
法
は
、
無
秩
序
、
混
乱
、
異
常
な
突

出
物
、
充
溢
、
不
合
理
、
怪
奇
、
秘
匿
等
の
バ
ロ
ッ
ク
的
要
素
が
噴
き
出
し
、
静

謐
な
ル
ネ
サ
ン
ス
的
語
り
の
空
間
を
突
き
破
る
と
い
う
も
の
だ
。
ロ
ウ
ス
の
戦
略

は
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な
憂
鬱
と
誇
張
を
利
用
し
、
一
見
端
正
な
ペ
ト
ラ
ル
カ
的
ソ

ネ
ッ
ト
の
表
面
を
突
き
破
っ
て
出
て
く
る
も
の
が
実
は
女
性
と
し
て
差
別
化
さ

れ
て
い
る
事
実
を
明
示
し
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
女
性
の
、
詩
人
と
し
て
の
エ
ロ

テ
ィ
ッ
ク
な
主
体
性
に
声
を
授
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

ロ
ウ
ス
は
、
作
品
の
中
で
繰
り
返
し
「
迷
宮
」
と
名
付
け
て
い
る
事
柄
の
中
で

も
が
い
て
い
る
。
「
迷
宮
」
と
は
、
ロ
ウ
ス
の
特
別
な
妄
念
で
あ
り
、
彼
女
に
と
っ

て
そ
れ
は
女
性
の
個
人
的
な
空
間
の
夢
魔
的
内
部
で
あ
り
、
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
が
し

ば
し
ば
逃
げ
込
む
私
室
は
秩
序
と
抑
制
の
空
間
で
は
あ
る
が
、
一
方
「
迷
宮
」
と

は
、
そ
の
出
口
を
見
出
そ
う
と
す
る
潜
在
的
に
無
数
の
試
み
か
ら
成
り
立
つ
。
そ

れ
は
、
絶
え
ざ
る
挫
折
の
不
安
な
逃
亡
の
動
き
を
生
み
出
す
一
連
の
盲
目
的
空
間

か
ら
成
り
立
つ
。
迷
宮
に
い
っ
た
ん
入
り
込
め
ば
、
人
は
出
口
を
探
そ
う
と
す
る
。 

次
の
ソ
ネ
ッ
ト
で
、
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
は
愛
の
迷
宮
に
入
り
込
み
、
二
者
択
一
を

迫
ら
れ
て
、
そ
の
錯
綜
し
た
矛
盾
に
困
り
果
て
て
い
る
。 

  
 

In this strang labourinth how
 shall I turne? 

       W
ayes are on all sids w

hile the w
ay I m

iss: 

       If to the right hand, ther, in love I burne: 

       L
ett m

e goe forw
ard, therin danger is: 

 
  

こ
の
奇
妙
な
迷
宮
の
中
で
ど
ち
ら
を
向
け
ば
い
い
の
。 

 
 
 

道
は
至
る
所
に
あ
っ
て
、
私
は
道
を
失
っ
て
い
る
。 

 
 
 

右
手
に
向
け
ば
、
そ
こ
で
私
は
愛
に
燃
え
て
い
る
。 

 
 
 

思
い
切
っ
て
前
に
進
め
ば
、
危
険
が
潜
む
。 

 
こ
こ
で
「
迷
宮
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
で
機
能
し
て
い
る
。
ア

リ
ア
ド
ネ
の
糸
を
頼
り
に
英
雄
テ
セ
ウ
ス
が
か
ろ
う
じ
て
通
り
抜
け
る
迷
宮
。
中

世
か
ら
初
期
近
代
に
か
け
て
女
性
の
子
宮
は
、
迷
宮
の
よ
う
な
多
く
の
小
部
屋
に

分
類
さ
れ
た
が
、
語
り
手
は
愛
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
描
写
ゆ
え
に
子
宮
に
緊
急
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避
難
し
た
後
、
子
宮
か
ら
新
し
い
生
を
持
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

l
ab
yr
in
th

で
は
な
くl

ab
our

in
th

と
綴
る
こ
と
で
、
「
陣
痛
」
「
重
労
働
」
の
意

味
を
こ
の
〈
連
環
ソ
ネ
ッ
ト
〉
に
付
与
し
、
結
局
は
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
を
暗
示

し
て
い
る
の
だ
。
出
口
の
見
え
な
い
愛
の
迷
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
思
い
悩
み
、

取
る
べ
き
進
路
を
決
め
か
ね
て
い
る
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
の
姿
は
、
男
性
詩
人
た
ち
が

作
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
中
の
「
ペ
ト
ラ
ル
カ
的
ペ
ル
ソ
ナ
」
と
は
異
な
る
主
体
の
発
現

で
あ
る
。
愛
を
歌
う
こ
と
で
恋
人
の
心
を
得
て
、
出
来
れ
ば
己
の
情
欲
を
満
た
す

と
い
う
、
恋
愛
詩
の
持
つ
意
味
を
計
算
し
つ
く
し
た
男
性
詩
人
が
見
せ
る
戦
略
的

ポ
ー
ズ
と
は
異
な
る
秘
め
ら
れ
た
愛
を
歌
う
ロ
ウ
ス
の
戦
略
は
、
語
り
手
で
あ
る

女
性
詩
人
の
胸
の
中
の
ド
ラ
マ
と
し
て
内
面
化
さ
れ
た
愛
を
バ
ロ
ッ
ク
的
手
法

で
歌
い
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

英
米
に
お
い
て
シ
ド
ニ
ー
研
究
の
曲
が
り
角
は
一
九
七
〇
年
代
を
境
と
し
て

あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
宮
廷
の
花
形
と
し
て
の
〈
理
想
的
紳
士
像
〉
、
〈
礼
節
の
鑑
〉

と
い
う
よ
う
な
英
雄
崇
拝
的
な
理
想
像
を
刻
む
こ
と
か
ら
、
実
人
生
に
お
い
て

様
々
な
辛
酸
を
な
め
、
結
局
、
志
を
果
せ
な
い
ま
ま
戦
場
に
散
っ
た
、
屈
折
し
た

男
の
等
身
大
の
人
間
像
を
描
く
こ
と
へ
と
方
向
転
換
し
て
き
た
。
わ
が
国
の
夏
目

漱
石
が
〈
則
天
去
私
〉
を
全
う
し
て
悟
り
を
開
い
た
偉
人
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
〈
漱
石
神
話
〉
を
、
江
藤
淳
そ
の
他
の
批
評
家
た
ち
が
打
破
し

て
、
現
実
に
生
き
た
苦
悩
す
る
人
間
と
し
て
漱
石
を
明
治
と
い
う
時
代
に
戻
し
て

そ
の
実
像
を
克
明
に
描
い
て
来
た
の
と
、
そ
の
間
の
事
情
は
似
て
い
な
い
こ
と
も

な
い
。 

 

そ
し
て
、
私
も
、
そ
の
流
れ
に
掉
さ
す
が
ご
と
く
、
シ
ド
ニ
ー
の
人
生
と
作
品

の
底
流
に
流
れ
る
「
通
奏
低
音
」
を
聴
き
取
り
、
シ
ド
ニ
ー
を
「
高
貴
さ
を
押
し

付
け
ら
れ
た
」
人
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
〈
シ
ド
ニ
ー
神
話
〉
の
再
検
証
を

目
的
の
一
つ
と
し
、
全
く
新
し
い
シ
ド
ニ
ー
像
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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Abstract 

This article chiefly deals with Sir Philip Sidney’s Arcadia and Lady Mary Wroth’s Urania and discusses 

the obvious characteristics of them through analyzing their lives, education, court experiences and the 

patriarchal social system of the period in which Mary Wroth lived. 

Sidney created and portrayed his “arcadia” by way of the manneristic style of writing, reflecting his ways 

of thinking after retiring from the Elizabethan court by the order of Elizabeth I and being forced to live at 

Wilton House, the house of the family his sister married into. His tactics in writing include the manneristic 

ways of writing, the serpentine ways of lines, and deconstructing the harmonious world of perfect concord 

reflecting the Renaissance world. 

As she was Sidney’s niece, Wroth tried to rewrite her uncle’s works from the female point of view as a 

woman living under the 17th century patriarchal English society. Her tactics is to make use of the baroque 

techniques of confusion, conversion, contradiction and the images of labyrinth. 

 

 


